
調査概要

（１）実施期間 令和元年７月１２日（金）～令和元年７月３１日（水）

（２）回収状況

400戸（一般市民300戸,観光業者40戸,商工業者40戸,福祉事業者20戸）

158戸

３９．５０％

・配布数

・回答者

・回収率

令和元年度

農業・農村基本計画意向調査結果

（消費者意向調査）

新潟県妙高市



　【主なその他意見】

　【主なその他意見】

<<米や生鮮野菜の購買動向について、おたずねします>>

・「農家（親戚や知人を含む）」が57.6％で最も高く、次いで「スーパー、量販店」が11.4％となっている。

　　・自分で作っている　　・農業協同組合　・農事組合法人

・「品種」が47.5％と最も高く、次いで「価格」が39.2％、「生産者」が31.7％となっている。

　　・自分で作っているため購入していない　　・食味

問１　あなたの家庭（事業所）では、主にどこで米を購入していますか。

問２　あなたの家庭（事業所）では、米を購入するとき、何を重視していますか。（２つ）

農家（親戚や知人を

含む）

57.6%

スーパー、量販店

11.4%

米穀店

8.9%

直売所

3.8%

生協

1.9%

インターネット

0.6%

その他

14.6%

無回答

1.3%米の購入先

39.2

21.5

47.5

7.6

31.7

6.3 7.0 5.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
（％） 米購入時の基準（２つ）

価格

産地

品種（コシヒカリ、こしいぶきなど）

魅力・安全性（特別栽培、有機栽

培、無洗米など）

生産者（認定農業者、エコファー

マー等認定取得者、親戚や知

人）
特に重視しているものはない
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　【主なその他意見】

問３　あなたの家庭（事業所）では、米を購入するとき、どの産地を優先していますか。

・「市内産」が39.2％と最も高く、次いで「県内産」が21.5％、「近隣市町村産」が15.8％となっている。

　　・自分で作っているため購入していない　　・親族、知り合いからもらうため購入していない

問４　あなたは、妙高市産の米について、どのような印象をもっていますか。

・品質については、「品質が高い」が52.5％となっている。

・価格については、「適当である」が78.5％となっている。

・認知度については、「適当である」が48.7%、次いで「認知度が低い」が38.6％となっている。

市内産

39.2%

近隣市町村産

15.8%

県内産

21.5%

国内産

4.4%

有名産地

1.3%

特にこだわらない

5.7%

その他

6.3%

無回答

5.7%米の購入産地

品質が

高い

52.5%

適当で

ある

43.0%

品質が

低い

0.6%

無回答

3.8%ア 品質
価格が

高い

14.6%

適当で

ある

78.5%

価格が

低い

1.9%

無回答

5.1%

イ 価格

認知度

が高い

7.6%

適当で

ある

48.7%

認知度

が低い

38.6%

無回答

5.1%
ウ 認知度
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　【主なその他意見】

　【主なその他意見】

問５　あなたの家庭（事業所）では、主にどこで生鮮野菜を購入していますか。

・「スーパー、量販店」が65.8％と最も高くなっている。「直売所」は9.5％となっている。

　　・自分で作っている（不足する場合は、主にスーパー）　　・宅配サービス　　・業者

問６　あなたの家庭（事業所）では、生鮮野菜を購入するとき、何を重視していますか。（２つ）

・「価格」が76.0％と最も高く、次いで「産地」が41.8％、「外観」が25.3％となっている。

　　・鮮度　　・食味

農家（親戚や知人を

含む）

14.6%

直売所

9.5%

スーパー、量販店

65.8%

インターネット

0.0%

その他

9.5%

無回答

0.6%野菜の購入先

76.0

41.8

25.3

19.0
15.8

5.7
2.5 3.2 1.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80

（％） 野菜購入時の基準（２つ）
価格

産地

外観（形、色、ツヤなど）

魅力・安全性（特別栽培、有機

栽培など）
ちょうどよい量（カット・パックさ

れている）
生産者（親戚や知人を含む）

特になし

その他

無回答
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問７　あなたの家庭（事業所）では、生鮮野菜を購入するとき、どの産地を優先していますか。

・「国内産」が33.5％と最も高く、次いで「近隣市町村産」が18.4%、「特にこだわらない」が15.8％となっている。

問８　あなたは、妙高市産の生鮮野菜について、どのような印象をもっていますか。

・品質については、「適当である」が69.6％となっている。

・価格については、「適当である」が79.1％となっている。

・認知度については、「普通である」が53.8%であり、「認知度が低い」の38.0％を上回っている。

・品目については、「適当である」が54.4%であり、「品目が少ない」の33.5％を上回っている。

市内産

13.3%

近隣市町村産

18.4%

県内産

13.9%

国内産

33.5%

有名産地

2.5%

外国産（輸入）

0.0%

特にこだわらない

15.8%

その他

0.6%

無回答

1.9%野菜の購入産地

品質が

高い

26.6%

適当で

ある

69.6%

品質が

低い

1.3%

無回答

2.5%ア 品質 価格が

高い

7.0%

適当で

ある

79.1%

価格が

低い

10.8%

無回答

3.2%イ 価格

認知度

が高い

3.8%

普通で

ある

53.8%

認知度

が低い

38.0%

無回答

4.4%
ウ 認知度

品目が

多い

6.3%

適当で

ある

54.4%

品目が

少ない

33.5%

無回答

5.7%
エ 品目
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<<食料自給率について、おたずねします>>

問9　現在、国の食料自給率（カロリーベース）は39％程度ですが、食料自給率を高めるため、あなたの家庭

　　 （事業所）で何に取り組むことができると思いますか。（２つ）

・H27と同様に、「飯米を中心とした和食」、「旬の食材」、「地産地消」、「できるだけ国内産を購入する」が30％

　を上回っている。

32.9

57.0

46.8
48.7

2.5
0.6

3.8
1.9

0

10

20

30

40

50

60

（％） 日本型食生活について（２つ）
米飯を中心とした和食の食事にす

る

地場農産物の消費を心がける

できるだけ国内産の農産物を購入

する

旬の食材を利用する

食料自給率や食育などに関するイ

ベントに参加し、意識を高める

知人にも日本の食料自給率の現

状を伝える

その他

無回答

参考（H27調査）

6



　【主なその他意見】

問10　食料自給率を高めるため、行政（国・県・市）は何を行うとよいと思いますか。（２つ）

　　・近くに直売所がほしい　　・地産地消をアピールするためのイベントを行う

　　・郷土料理（田舎料理）を学べるワークショップの開催

・「国内農業・農家への支援」が52.5％と最も高く、次いで「地域農産物の生産・販売情報の提供」が49.4％

　となっている。

　　・水耕栽培等農作地が無くても生産できる工場・施設の増設、又、そこから直接購入できる施設の併設など

52.5

30.4

49.4

24.1

13.9

5.7

17.7

4.4

0.6
0

10

20

30

40

50

60

（％） 食料自給率の向上（２つ）
国内農業・農家への支援

地場農産物を活用した加工品

の開発

地域農産物の生産・販売情報

の提供

広報活動の積極的な実施

小・中学校での食育・体験学習

の実施

親子を対象にした食育・料理教

室の開催

生産者と消費者の交流の場の

提供

その他

無回答
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　【主なその他意見】

問11　あなたは、妙高市の農業に対して、どのようなイメージをもっていますか。

<<妙高市の農業について、おたずねします>>

・「農業経営は不安定で、後継者も不足しており、発展も難しい」が38.0％と最も高く、次いで「妙高市の基幹

　産業である」が31.0％となっている。

問12　妙高市の農業は、どのような姿になることが望ましいと思いますか。（２つ）

　　・品質は良いと思うが、アピール、売り方が追い付いていない

・「地産地消（直売、近隣スーパーなどへの出荷販売を含む）を重視した農業」が61.4％と最も高く、次いで「農

　産物などのブランド化を重視した農業」が29.8％となっている。

妙高市の基幹産業

のひとつである

31.0%

妙高市にとって、そ

れほど重要な産業で

はない

0.6%

農業経営は発展の

可能性があり、魅力

的である

13.9%

農業経営は不安定

で、後継者も不足し

ており、発展も難し

い

38.0%

特になし、又はわか

らない

12.0%

その他

1.9%
無回答

2.5%
妙高市の農業のイメージ

61.4

21.5

29.8

19.6 20.9

25.3

1.9

8.2

2.5
0.6

0

10

20

30

40

50

60

70

（％） 妙高市の農業の理想像（２つ）
地産地消（直売、近隣スーパーなどへ

の出荷販売を含む）を重視した農業

首都圏など大消費地への出荷販売を

重視した農業

農産物などのブランド化を重視した農

業

観光客など交流人口を重視した農業

外食産業や食品産業などとの連携を重

視した農業

農家による生産・加工・販売（６次産業

化）を重視した農業

現状のままでよい

特になし、又はわからない

その他

無回答
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　　　いますが、ご存知の認定制度はありますか。（該当するもの全て）

・およそ半数が「知らない、分からない」と答えている。

問14　安心・安全な農作物を提供するため、一定水準を満たした農業者を認定する様々な制度が存在して

問13　あなたは、妙高市の農業に対して、どのようなことを期待しますか。（２つ）

・「年間を通じて安定供給できる農産物の生産」が38.0％と最も高く、次いで「品質の高い（品質の安定した）

　農産物の生産」が34.8％となっている。

34.8

38.0

17.1
15.8

28.5
27.9

15.2 15.2

5.7

3.2 2.5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

（％） 妙高市の農業への期待（２つ）

品質の高い（品質の安定した）農産物

の生産

年間を通じて安定供給できる農産物の

生産

生産コストの削減による低価格な農産

物の供給

多種多様な農産物の生産

農薬や化学肥料の使用量を減らした農

産物の生産（特別栽培、有機栽培など）

農産物のブランド化、特産品の開発

生産・加工・販売といった６次産業化に

よる高付加価値化

耕作放棄地の発生抑制・再生利用によ

る景観形成

特になし、又はわからない

その他

無回答

認定農業者制度

12.8%

エコファーマー認定

制度

14.3%

GAP認証制度

3.6%

有機JAS認証制度

17.9%

知らない、又は分か

らない

48.0%

その他

1.0%
無回答

2.5%
認定制度の認知度
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<<グリーンツーリズムについて、おたずねします>>

問15　妙高市が行っているグリーンツーリズムの取組みについて、あなたが知っているものは何ですか。（該当

　　　するもの全て）

・「クラインガルテン妙高を整備し、利用者と地元住民の交流を進め、定住を促進している」が54.4％で最も高

　くなっている。

・年齢別にみると、全体と比べ20代～30代の認知度が比較的低いと思われる。

40.5

54.4

33.5

10.8

5.7

24.1

0

10

20

30

40

50

60
（％） グリーンツーリズムの取組み（該当するもの全て）

都市部の小・中学校の教育体験旅行を誘

致し、農家民泊などで受け入れている

クラインガルテン妙高（滞在施設付き貸農

園）を整備し、利用者（都市住民）と地元住

民の交流を進め、定住を促進している

都市農村交流施設（ハートランド妙高）を

整備し、各種体験メニューを設け、都市住

民などを受け入れている

そばオーナー制度などを設けたり、地域

資源を生かしたイベントを開催したりして、

都市住民などと交流している

企業とタイアップした事業を行い、都市住

民と交流している

無回答

46.2
31.3

42.1 40.6 45.5

30.8
43.8

52.6 53.1
65.9

15.4

43.8

34.2 34.4

38.6
12.5

7.9 12.5

13.6

18.8 2.6
6.3

4.6

30.8

18.8
23.7

21.9

25.0

0

50

100

150

200

250

20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳以上

（％） クロス集計（取組み×年齢層）
無回答

企業とタイアップした事業を行い、都市

住民と交流している

そばオーナー制度などを設けたり、地

域資源を生かしたイベントを開催したり

して、都市住民などと交流している

都市農村交流施設（ハートランド妙高）

を整備し、各種体験メニューを設け、都

市住民などを受け入れている

クラインガルテン妙高（滞在施設付き貸

農園）を整備し、利用者（都市住民）と

地元住民の交流を進め、定住を促進し

ている
都市部の小・中学校の教育体験旅行

を誘致し、農家民泊などで受け入れて

いる
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　【主なその他意見】

問16　あなたは、都市住民との交流が農山村地域にどのような影響を与えると思いますか。（２つ）

・「都市住民からの情報や話題が地域に入り、自分たちの住む地域の魅力を再確認したり、新しい発想が生ま

　　・地名や体験したことを多少記憶に残してもらえる程度で終わってしまうのでは。

　れたりする」が63.9％と最も高く、次いで「農産物や特産品の販路が増え、農家所得が増える」が27.2％と

　なっている。

26.0

63.9

27.2 27.2

19.0

7.0

3.8

7.0

0

10

20

30

40

50

60

70
（％） 都市住民との交流が農山村地域に与える影響（２つ）

交流事業の実施により、会議やイベントな

どで地域内や家族の会話が増え、結束力

が高まる
都市住民からの情報や話題が地域に入り、

自分たちの住む地域の魅力を再確認した

り、新しい発想が生まれたりする

農産物や特産品の販路が増え、農家所得

が増える

交流事業では、農家所得は増えない

会議や行事の回数が増え、負担が増える

知らない人が地域の中に増え、不安であ

る

その他

無回答
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　（加工品、メニュー、旅行商品などの開発）」が最も高くなっている。

<<観光業者・商工業者の方のみにおたずねします>>

問17　妙高市の農業者と連携した取組みとして、実施したいもの（検討したいもの）は何ですか。（２つ）

・全体としては、「農産物などの仕入れ」が53.9％で最も高くなっている。

・業種別にみると、宿泊業、飲食業では「農産物などの仕入れ」が、食品製造業では「地域資源

　（自然、歴史、文化など）の保全・継承」が、福祉事業では「農産物などを活かした商品開発

53.9

44.6

35.4

30.8

16.9

29.2

18.5

0.0
0

10

20

30

40

50

60

（％） 農業と連携した取組みで実施したいもの（２つ）

農産物などの仕入れ

農産物などを生かした商品開発（加工品、メ

ニュー、旅行商品などの開発）

商品の販路開拓

農家レストランの経営

グリーンツーリズムと連携した誘客

地域資源（自然、歴史、文化など）の保

全・継承

特になし、又はわからない

その他

73.7 72.7

25.0 26.3

47.4

18.2

36.8

15.8

26.325.0
21.1

10.5

27.3

21.1

50.0

15.8

26.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

宿泊業 飲食業 食品製造業 福祉事業

（％） クロス集計（農業と連携した取組み×業種）
農産物などの仕入れ

農産物などを活かした商

品開発（加工品、メ

ニュー、旅行商品などの

開発）
商品の販路開拓

農家レストランの経営

グリーンツーリズムと連

携した誘客

地域資源（自然、歴史、

文化など）の保全・継承
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<<あなた自身のことについて、おたずねします>>

問18　あなたの住んでいる地域は、どこですか。

問19　あなたの性別は、どちらですか。

新井地域

62.7%

妙高高原地域

19.0%

妙高地域

8.9%

無回答

9.5%

回答者居住地

男性

43.7%

女性

46.2%

無回答

10.1%

回答者性別
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問20　あなたの年齢は、いくつですか。

問21　あなたの職業は、何ですか。

２０歳～２９歳

8.2%

３０歳～３９歳

10.1%

４０歳～４９歳

24.1%

５０歳～５９歳

20.3%

６０歳以上

27.9%

無回答

9.5%
回答者年齢層

会社員

33.5%

公務員

5.6%自営業

21.1%
パート、アルバイト

6.8%

農林水産業

0.6%

家事・育児（専業）

5.0%

学生

3.1%

無職

9.3%

その他

3.1%

無回答

11.8%
回答者職業
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問22　あなたの業種は、何ですか。（観光業者、商工業者のみ）

宿泊業

12.0%

飲食業

7.0%

食品製造業

2.5%

福祉事業

12.0%

その他

7.6%

無回答

58.9%

回答者業種
（観光業者、商工業者のみ）
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